
外国語活動について （こんなことを学習します）  

 
 

 学習の仕方・工夫  
 ・中学年は外国語活動で年間３５時間実施します。低学年は年間１５時間程度行います。 
 ・ＡＬＴと担任とで、英語を使った多様な活動を楽しみながら行います。 
  《基本的な表現を聞く・話す活動が中心。会話やゲーム、ビデオやＣＤ(映像、歌など)》 
 ・「Let's try!１」（３年）、「Let's try!２」（４年）を主に使います。 
 ・日常生活の場面を中心に、体験的な学習活動を行います。 

 
 

 評価のポイント  
［知識・技能］              ○外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しんでいる点について、授               
業中の様子や作成物等で評価します。 
［思考力・判断力・表現力等］○自分の考えや気持ちなどを伝え合う点について、スピーチやイン               
タビュー等で評価します。 
［学びに向かう力、人間性等］○外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする点について、               
授業中の様子や作成物等で評価します。 
 ・外国語活動の時間は、教師とＡＬＴとで、その子の表情や意欲、表現活動（聞く・話す、ゲー     ム、

歌など）の様子を観察し、称賛をします。子ども達のやる気を引き出す指導と評価に心が  けます。 
 ・担任とＡＬＴとで、広い視野に立って多くの目で評価するよう努めています。 
 ・３、４年の通知表では授業での様子について文章による評価をします。 

 

 

こんなことをがんばろう  

 
 
低学年 

 

・音やリズムを感じ取り、まねて、たくさん口に出し、言ってみましょう。 
・友達となかよく歌やゲームを楽しみましょう。 
・活動と話を聞く時の規律（けじめ）をしっかりつけましょう。 
・外国の文化や生活についての興味・関心を深めましょう。 

 
 
中学年 
 
 

・英語の音やリズムを感じ取り、積極的に英語で話してみましょう。 
・誰とでもなかよく、一緒に活動しましょう。 
・簡単な言い方や質問をして、コミュニケーションを図りましょう。 
・外国の文化や生活についての興味・関心を深めましょう。 

 

 

 
 
 
 
 
                                                            
 

 重点目標・努力点  
  楽しく英語を学び、コミュニケーション能力の基礎となる力を育てます。 

 
１ 英語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深める。 
 

     ２ 英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図 
る。 

 
     ３ 英語を通じて、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませる。 
      

学習概要  
 ＡＬＴや担任の先生と一緒に日常生活で使われる英語の挨拶や基本的な会話、ゲームなどを
行い、英語に慣れ親しむ態度の育成やコミュニケーション能力の素地を養うものです。 
  体を動かしたり、歌を歌ったりしながら話す・聞くを重点に学習し、英語に慣れ親しむことを
ねらいとします。  


